
No.9 (株)フードハブ・プロジェクト

地元の食材をたっぷりと使って作られる料理地域のみんなで農業や食文化を次の世代につなぐ

経 緯

○中山間地域の神山町では、農業
者の高齢化、後継者不足による
耕作放棄地の増加などが大きな
社会問題になっている。

○地域の農と食を次の世代につな
いでいくために町役場、サテライト
企業、町の公社の３者が出資し、
地産地食に取り組む(株)フードハ
ブ・プロジェクトを設立した。

取組内容

活動の効果

～地産地食 育てる、つくる、食べる、つなぐ～

食育・教育

○「育てる、つくる、食べる、つなぐ」という小さ
な食の循環システムを通し、地域で栽培し
た農産物を使った食堂・パン屋・食品店を
運営。地元の食材で加工品を開発。

○新規就農者の受け入れを実施。

○子供たちとの農業生産、加工、販売などの
体験を実施。

○地元の農業高校と連携し、環境保全型農
業を軸とした、農業生産、加工、販売などの
カリキュラムを構築。

○地域の農業問題の解決、食文化の継承、雇用創出、移住促進、コミュニティの活
性化、次世代教育など、幅広い範囲での地域社会の課題解決を担っている。

○地元食材を使用した加工品は毎年コンスタントに開発している。
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